
学 年 教科等 小単元名 日  時 

第４学年 
総合的な学習

の時間 
未来へタイムトラベル エコのまち 令和５年１月 19日(木)５校時 

〇 子どもの姿からの報告 

【研究内容①】探究するおもしろさを実感する単元構成の在り方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研究内容②】「考えるための技法」を効果的に活用した学習活動の在り方 

思考ツールを用いた話合いの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 考察 

【子どもが選択した思考ツール】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【くらげチャート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【ウェビングマップ】 

〇 本時は、前小単元での反省を踏まえて、相手意識をもって働きかけの方法（表現の仕方）を考える大切さを実感するこ

とができたため、本時では、あらゆる場面やかかわる人を想定して積極的に話し合うことができた。 

〇 他教科等で思考ツールを意識的に使用し、個人思考だけでなくグループで話し合う経験を積んできたことで、思考ツー

ルの特性を理解したうえで選択し、ツールを介して理由付けたり発想を広げたりしながら主体的に話し合う姿が見られた。 

● 本時は、落し物の原因について話し合う時間を多く設定したため、解決のための働きかけについて話し合う時間を十分

に取ることができなかった。子どもの思考を広げるだけでなく、たくさんの情報を整理しながら、次なる探究課題を見い

だすことができるような手立てを講じていく必要があった。 

● 子どもが探究するおもしろさを実感するために、「分かったこと」の充実感と、新たな問いが生まれるような仕掛けが必

要である。単元全体から各小単元、１単位時間ごとのつながりを見て、問いが連続するような単元構成を考えていくこと

が大切である。 

 

 

駅は、通学する中学・
高校生が落し物をすると
思うよ。 

でも、もし雨が降ったら
外に掲示したポスターがは
がれるね。 

学校の道具をたくさん持って
登校するから…。 

慌てて電車に
乗った時に、ベ
ンチに学校の道
具を忘れてしま
うかもしれない
ね。 

児童館は、子ども
たちがたくさん外で
遊んでいるから、外
にイラスト入りのポ
スターを貼ったらど
うかな。 

 他によい方法はないかな。 

子どもが探究したくなるように、子どもが出したキーワードを生か
しながら学習計画表を作成した。その際、第３時（本時）を「エコの
まち作戦会議」とし、第３時の導入で、公共施設等の落し物の現状を
報告した子どもの発表から問いが生まれ、探究意欲をもたせることが
できた。 
また、学校内で取り組んだエコ活動の経験を基に、地域にエコ活動

を広げる単元構成にしたことで、相手意識をもって学んだことを表現
する大切さや、伝えたいことを選択し表現する方法を探究する姿が見
られた。 
 

 


